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〈学校目標〉 

 夢・可能性・生きぬく力 
 

〈教育目標〉 

    人と向き合い、社会とつながりながら 

   自ら考え、伝え、行動する幼児及び 

   児童生徒の育成 

令和８年度 学校要覧 

https://www.kyoto-be.ne.jp/rou-s/cms/
https://www.kyoto-be.ne.jp/mourou-maizuru-s/cms/


１ 沿 革 
明治 11(1878)年 ５月 24日中京区船屋町に「日本最初盲唖院」開学 初代院長古河太四郎 
明治 12(1879)年 ９月府庁前に校舎完成（移転） 
明治 13(1880)年 職業教育開始  聾児は彫鐫、指物、刺繍 明治 17年に日本画等を加え 11科に拡充 
明治 14(1881)年 寄宿舎開設  工学場（職業科教室）完成 
明治 22(1889)年 京都市に移管 
明治 32(1899)年 校舎全面改築 教育方法としてベル視話法採用 
明治 36(1903)年 創立 25周年式典  「京都市立盲唖院一覧」「盲唖教育論」等発行 
大正 10(1921)年 １年生から口話教育を開始 以後口話法に転換 
大正 14(1925)年 聾唖学校令（大正 12年）により盲唖院を分離「京都市立聾唖学校」となる 
大正 15(1926)年 保護者有志「京都聾口話幼稚園」を創立（昭和３年「京都聾口話学園」と改称） 
昭和 04(1929)年 創立 50周年事業 「日本盲唖教育史」を発行 
昭和 06(1931)年 京都府へ移管「京都府立聾唖学校」となる 聾口話学園を統合し第二教室とする 
昭和 07(1932)年 口話法の進展により「唖」をはずし、「京都府立聾学校」となる 
昭和 20(1945)年 戦争の激化により第二教室は学校工場 校舎の大半を建物疎開で取り壊す 
昭和 23(1948)年 新学制により義務化 
昭和 26(1951)年 現在地に移転 校舎等新築 
昭和 27(1952)年 本校小学部に幼児学級及び重複障害児学級開設 

６月 舞鶴分校が舞鶴市西公会堂で開校し、10月に現在地へ移転 
昭和 28(1953)年 本校、分校とも寄宿舎の建設に着手 
昭和 37(1962)年 本校幼児学級は、幼稚部として３年保育、２歳児教育相談を開始 
昭和 43(1968)年 創立 90周年記念行事実施 「90年誌」発行 
昭和 48(1973)年 職業訓練棟竣工 
昭和 53(1978)年 開学 100周年記念式典挙行 「京都府盲聾教育百年史」等発行 
昭和 56(1981)年 本校校舎全面改築 
昭和 63(1988)年 開学 110周年記念行事実施 
平成 07(1995)年 本校に「ふれあいの森」竣工 
平成 10(1998)年 開学 120周年記念行事実施 
平成 13(2001)年 校歌制定 
平成 19(2007)年 聴覚支援センター開設 
平成 21(2009)年 全国聾学校陸上大会京都大会開催 
平成 24(2012)年 高等部新学科開設 
平成 30(2018)年 「京都盲唖院関係資料」3,000点が国の重要文化財に指定(本校所蔵 367点) 
平成 31(2019)年 学校運営協議会設置（本校） 
令和 03(2021)年 学校運営協議会設置（舞鶴分校） 
令和 06(2024)年 南部視覚・聴覚支援センター開設（京都府立南山城支援学校内） 

２ 令和８年度学校経営計画（学校経営の重点） 
１ 安心・安全な学校づくり 

(1) 安心して学べる教育環境を維持し、様々な教育活動の展開 

(2) 避難訓練や防災・防犯学習、安全指導の計画的な取組及び連絡・連携の強化 

(3) 安心・安全な給食・舎食の実施や校内環境の整備 

２ 魅力ある学校づくり  

１５０周年を節目（キャリア教育の充実）必要な体験に積み上げ、失敗しても挑戦できる力の育成⇒乗り越える経験の蓄積

（キャリア教育） 

(1) 可能性の追求 “挑戦する”  挑戦したい気持ちを引き出す、達成の過程を支援 

(2) 知識・技能の追求 “知る、学ぶ、教える” 

    指導方法、支援・手立てを磨く  言語力、考える力、伝える力の育成 

(3) 集団・学び合いの追求 “子どもが輝ける場” 

    集団と機会を創造する 個別最適・協働的な学び、本校の特色を活かす学び 

(４) 共生社会の実現を目指したインクルーシブ教育の推進 

３ 魅力の「発信」 

(1) ホームページによる活動や取組の発信 

(2) 子どもの取組、本校の良さ・強みを伝える   子どもの挑戦、異年齢集団の学び合い、指導の専門性 

４ 専門性の向上（研修・研鑽） 

(1) 手話等の技術向上、発音・発語及び教育オーディオロジーに関する研修・研鑽 

５ 地域支援センター（聴覚障害のあるお子さんへの相談支援） 

    (1) ３つの聴覚支援センター（北部、本校、南部）の連携 

    (2) 府南部地域の早期相談支援を教育へつなぐための連携                                                     

    (3) 指導者・支援者等へ、専門性向上のための研修・支援  



３ 幼児・児童・生徒の実態 

 



４ 教職員数（常勤） 

 

 

５ 校 歌 

 
 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


